
                                    資料２ 

議事２ ．令和３年度 多職種連携研修次年度計画（案） 

 

～専門職及び行政への在宅医療の理解向上～ 

 

▼多職種連携研修概要 

1. 地域の医療・介護関係者への研修会企画実施（年 2 回以上実施） 

2. 地域の医療・介護関係者の顔の見える関係構築（グループワーク等含む） 

3. 在宅医療情報提供 

 

＜事前アンケート結果＞ 

問１．研修会テーマについて下記の中で希望するもの（複数回答可） 

① 延期になっているＡＣＰの継続研修（浜松医大 井上真智子先生） ６件 

② 家族の精神障害とも関連のある８０５０問題やひきこもり等  ４件 

③ 歯科診療について  ２件 

④ 口腔ケアについて  ２件 

⑤ 認知症専門医の講話  １件 

⑥ 精神障害について  １件 

⑦ 湖西市の強み弱みについて（グループワーク）  １件 

 

問 2．問 1 で選んだ内容についてその理由 

・ACP はシリーズの中での実践編であるため。継続してやってもらいたい 

・ACP の研修に参加したことで、個々の考え方がこんなにも違うのかと考えさせ

られたと同時に、本人の意志が言えるうちに ACP をすることで本人も周りも納

得の行くケアができるのではないかと思うから、ACP についてもっと知りたい。 

・ACP については皆同じ理解が必要だと思う。（在宅で支援する時に差がでないよ

うに）職種で。 

・8050 やひきこもり等はこれまで取り上げておらず埋もれているが、重要な問題

なので。 

・ひきこもりの家族などいても、どう支援や関わりを持つのか、関係機関などがよ

くわからない。話が聞けると支援につなげやすいと思ったから。 

・同居している家族に精神障害の方があり、利用者さん個人の問題だけでは解決し

ないこともあり、研修があれば参加したいと思う。 

・認知症サポート医の活動が始まっている所で、一度専門医の最新の話を聞きたい。 

・歯科診療は、ここ数年、研修会で取り上げていないので現状を知りたい。 

・歯科や口腔ケアは基本的知識と在宅でできる診察について、連携方法（もっと連

携が必要）について共有できると良いと思う。 

・認知症の方の口腔ケアが難しいことがあり、ポイントや方法があれば知りたい。

また、思っている以上に大切だと思うから。 

・精神疾患の方が多い。困難ケースに陥りやすい。 
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▼日程予定             ・・・医師会委託事業（年２回以上で契約予定）  

回 日時・会場  詳細 

１ ７月 

日 

（木） 

19：30～ 

会場：  

内

容 

■行政説明 

■講話 

 「最新の歯科診療と口腔ケア、 

オーラルフレイルについて（仮）」 

 

備

考 

 

２ ９月 

 日 

（木） 

19：30～ 

会場：  

内

容 

■在宅医療介護のためのワンポイント情報 

■講話 

  

備

考 

 

３ 11 月 

 日 

（木） 

19：30～ 

会場： 

内

容 

■行政説明 

■講話 

 

備

考 

 

４ ２月 

日 

（木） 

19：30～ 

会場：  

内

容 

 

■在宅医療介護のためのワンポイント情報 

■講話 

 

備

考 

 

 

□行政説明とワンポイント情報は、交互に実施する。（行政説明は連携支援センター実

施） 

□案内や次第には、目指す姿『湖西で あんきに 暮ら住まい』を明記する。 

□日時や内容については、調整の結果医師会にて変更することがある。 

□交流会は 隔年やオリンピック周期の提案もあり必要時検討。 

 


